
響ド

7
σ

1／25箔鑑．平成11年

■発行／十日町市役所

　〒948－8501新潟県十日町市千歳町3丁目3番地
　TEL　O257－57－3111FAX52－4635
　Email　tokamaci＠nsv1．tiara．or．jp
　URL　h廿p：／／www．tiara．or．jp／～tokamaci／

■編集／企画人事課広報広聴係

〉雪国とおかまち体験セミナー

　　〉地域振興券交付事業

　　〉まちづくりシンクタンク

　　　　〉水道料金の改定

　　〉第50回十日町雪まつり

　　　　〉里創プラン通信

　　　　〉VOIGEUP
レお知らせ・インフォメーション

　　　レ健康・保健コーナー

1
2・3

4
5
6
7
8・9

10～12

13

雪の重さを実感しながら
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　市では、1月18日（月）に地

域振興券交付推進本部（本

部長＝柳助役）を開催し、

交付開始日を3月21日（日）と

するなどの振興券の交付に

かかる実施計画を決定しま

した。その概要についてお

知らせします。

申
請
・
交
付
の
手
続
き

〈
1
5
歳
以
下
の
児
童
の
い
る
世
帯
主
〉

轍
雛
逡
嚢
獺
繕
翻
購
懇
灘

①
地
域
振
興
券
引
換
申
請
券
を
配
達

　
記
録
郵
便
で
通
知
（
3
月
1
0
日
こ

　
ろ
発
送
）
し
ま
す
。

②
地
域
振
興
券
の
申
請
・
交
付
は
3

　
月
2
1
日
㈲
で
公
民
館
本
館
、
地
区

　
公
民
館
等
8
会
場
で
一
斉
に
行
い

　
ま
す
。

　
時
問
・
会
場
は
2
月
2
5
日
号
の

市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
引
換
申
請
券
と
本
人
が
確
認
で
き

る
免
許
証
・
国
民
健
康
保
険
証
等

を
提
示
し
て
も
ら
い
ま
す
。

〈
65
歳
以
上
等
の
交
付
対
象
者
〉

　
（
上
記
表
の
①
～
㈲
の
該
当
者
）

（翻晶黙擁撫肝）

（1）15歳以下の児童がいる世帯主

※15歳以下の児童＝昭和58年1月2日以降に生まれた人

（2）老齢福祉年金等の受給者等

①次のいずれかの年金、または手当を受給できる人

　・老齢福祉年金・障害基礎年金等・遺族基礎年金等

　・児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害者手当

　・障害児福祉手当・福祉手当（経過措置分）

　ただし、障害墓礎年金等、遺族基礎年金等の受給者の一

部の人は、受給者および扶養者が個人の市町村民税（所得

割・均等割両方とも）非課税の場合に限られます。

②生活保護の被保護者、社会福祉施設の措置入所者等

（3）65歳以上の市民税（所得割のみ）非課税

　の寝たきりの人
　ただし、本人が扶養されている場合は、扶養者が市町村

民税（所得割のみ）非課税の場合に限られます。

※65歳以上の人：昭和9年1月1日以前生まれの人

（4）65歳以上の個人の市町村民税（所得割・

　均等割両方とも）非課税の人
　ただし、本人が扶養されている場合は、扶養者が個人の

市町村民税（所得割・均等割両方とも）非課税の場合に限
られます。

※（2）から（4）に該当する人の中で、昨年暮れに臨時福祉特別

　給付金の支給を受けた人で異動のない限り、地域振興券

　の交付対象見込者となります。

①
対
象
見
込
者
に
は
、
市
か
ら
交
付

　
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

②
交
付
申
請
書
は
3
月
5
日
爾
ま
で

　
に
、
所
定
の
項
目
を
記
入
し
押
印

　
の
上
、
郵
送
で
返
信
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

③
該
当
者
に
は
、
地
域
振
興
券
引
換

　
券
を
送
付
（
3
月
1
2
日
こ
ろ
発
送
）

　
し
ま
す
。

④
地
域
振
興
券
の
交
付
は
3
月
2
1
日

　
㈲
で
公
民
館
本
館
・
地
区
公
民
館

　
等
8
会
場
で
一
斉
に
行
い
ま
す
。

　
時
間
・
会
場
は
2
月
2
5
日
号
の
市

　
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
引
換
券
と
本
人
が
確
認
で
き
る
年

金
証
書
等
を
提
示
し
て
も
ら
い
ま

　
す
。

＊
6
5
歳
以
上
等
の
交
付
対
象
者
で
、

市
町
村
民
税
の
扶
養
者
が
市
外
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
扶
養
者
の
課

税
証
明
書
を
申
請
時
に
提
出
し
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
6
5
歳
以
上
等
交
付
対
象
者
で
地
域

振
興
券
交
付
日
前
（
3
月
2
0
日
ま

　
で
）
に
死
亡
し
た
場
合
は
交
付
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

〈
転
出
さ
れ
る
交
付
対
象
者
は
〉

①
転
出
日
が
3
月
1
日
以
降
に
な
る

　
交
付
対
象
者
は
、
転
出
の
際
に
「
地

　
域
振
興
券
未
受
領
証
明
書
」
を
発

　
行
し
ま
す
の
で
転
出
先
の
市
町
村

　
に
提
出
し
、
申
請
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

地
域
振
興
券
と
は

①
額
面
1
0
0
0
円
（
2
0
枚
綴
）

　
　
物
品
の
購
入
ま
た
は
借
り
受
け
、



　　　　特定事業者（小売店等）説明会

地域振興券の取り扱いを希望する事業者を対象とした説明会を行います。

灘磯欝 難i　騰 鐵　　難 雛難i雛鑛
難灘灘灘 午後2時～

　　午後4時

受付は午後

1時30分から

クロス10
　大ホール

十日町・下条・吉田地区

馨翻馨灘灘 川治・中条・六箇地区

欝鵬灘鰻 水沢地区公民館 水　　沢　　地　　区

□十日町市内に店舗を有し、十日町市民に商品の販売やサービスの提供を

行う事業者に限ります。

□指定された日時に都合がつかない場合は、他の会場にお越しください。

□説明会に出席しなくても特定事業者の登録申請を行うことはできます。

□冬期間のため、駐車場の確保が難しい状況です。できるだけ公共交通機

関を利用するか自家用車で乗り合わせのうえ参加くださるようご協力を

お願いします。

ヂゆ　頑1レ　OI睡“劃斜”◆泄　閣1睡“““斜““”引1睡φ砂ゆ砂φ峰””ψ引1睡◆“◆曲◆““一◆醗“φ～

1★交付額は1人につき2万円です（1，000円券×20枚）。　　　　　l

l　15歳以下の児童がいる世帯の人については、児童1人につき2万　1
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

1　円分となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l★市内の登録した店舗等（特定事業者）で使えます。　　　　　　　1
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

1★額面は1，000円で、お釣りはもらえません。　　　　　　　　　　l

l★使用期間は、3月21日（日）から9月20日（月）までとなります。　　　　1
◆　　＿』　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　㎜㎜㎜　　　　　　　　　　　　　　　◆
1★父換・譲渡・売貝はできません。　　　　　　　　　　　　　　　l

l★使用できるのは、交付対象者本人またはその代理人・使者に限り　1
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
1　ます・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

㍉6h，11L』φ・llll’rひ・1，1』0』・・Ill，’r9』・。lll，’rひ・・III，’rひ一1酢1，・rひ・聾III・r9』』II51・rφ・II轟1・rO』・ll匹』0』・・IllI・rO』・。1酢11・rひ一lllhひ・1”，・◎』・IIll・rひriII匹・r9』匹III」・rO』・IIll，・rφ、II肚hひ、II，1－rO』、1IlIhひ・．1911・rO』・臼1611・rO』臼“1』ひ一IIII・ゆ』』IIOI』0』rl011・rO』、．1，11・rひ、，ロ，11・rひ，，II，hひ，叶1〆

地域振興券「換金」の流れ

取次金融機関

地
域
振

預 興
券

り （毎日受付） ⊥
父

付
証 金

荘面目

求
妻
臼

特定事業者（小売店等）

送付票・地域振興券

交付金請求書

　換金手数料

十
日
町
市

　口座振込み

（月2回、15日・月末）

指
定
金
融
機
関

〈取次金融機関〉

・第四銀行十日町支店・北越銀行十日町支店

・新潟中央銀行十日町支店

・大光銀行十日町支店

・県信用組合十日町支店および同下条支店

・十日町農協本所および市内各支所

・労働金庫十日町支店

　
役
務
の
提
供
に
際
し
て
、
取
引
の
対

　
価
の
支
払
い
と
し
て
使
用
で
き
ま

　
す
。
釣
り
銭
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

②
対
象
と
な
ら
な
い
品
目
・
取
引

＊
公
共
料
金
に
準
ず
る
も
の

　
会
館
使
用
料
、
水
道
料
金
、
電
気

　
料
金
、
電
話
料
金
等

＊
消
費
に
あ
た
ら
な
い
も
の
等

　
出
資
や
債
務
の
支
払
い

＊
換
金
性
が
あ
る
も
の

　
有
価
証
券
の
購
入
、
商
品
券
・
プ

　
リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド
の
購
入
等

③
使
用
期
間
は
3
月
2
1
日
か
ら
9
月

　
2
0
日
ま
で
で
す
。

④
交
付
さ
れ
た
本
人
お
よ
び
そ
の
代

　
理
人
・
使
者
に
限
り
使
用
が
で
き

　
ま
す
（
児
童
だ
け
で
の
使
用
は
で

　
き
ま
せ
ん
）
。

特
定
事
業
者
は

①
特
定
事
業
者
の
説
明
会
は
、
上
段

　
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。
説
明

　
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
2

　
月
2
日
以
降
、
市
役
所
地
域
振
興

　
券
交
付
推
進
本
部
へ
申
請
に
お
い

　
で
く
だ
さ
い
。

②
十
日
町
商
工
会
議
所
お
よ
び
水
沢

　
商
工
会
の
会
員
は
、
当
該
団
体
を

　
経
由
し
て
登
録
申
請
が
で
き
ま
す
。

③
特
定
事
業
者
の
登
録
申
請
の
期
限

　
は
、
2
月
2
2
日
㈲
と
し
ま
す
。

　
　
申
請
期
限
が
過
ぎ
て
も
随
時
申

　
請
を
受
け
付
け
ま
す
が
、
地
域
振

　
興
券
交
付
対
象
者
に
配
布
す
る
特

　
定
事
業
者
登
録
名
簿
に
登
載
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

〈
特
定
事
業
者
の
登
録
資
格
等
〉

①
業
種
は
、
日
常
的
な
小
売
業
、
飲

　
食
店
の
ほ
か
、
洗
濯
・
理
容
業
、

　
旅
館
、
医
療
業
等
の
各
種
サ
ー
ビ

　
ス
業
や
運
輸
・
通
信
業
等
、
市
内

　
で
営
業
す
る
店
舗
を
幅
広
く
対
象

　
と
し
ま
す
。

②
特
定
事
業
者
に
登
録
さ
れ
た
場
合

　
は
、
登
録
証
明
書
・
ス
テ
ッ
カ
ー
・

　
地
域
振
興
券
交
付
金
請
求
書
を
郵

　
送
し
ま
す
。

③
特
定
事
業
者
が
受
領
し
た
地
域
振

　
興
券
は
、
ミ
シ
ン
目
に
沿
っ
て
そ

　
の
一
部
を
切
り
取
る
と
と
も
に
、

　
裏
面
に
特
定
事
業
者
の
社
印
等
を

　
押
印
し
て
も
ら
い
ま
す
。

④
特
定
事
業
者
は
、
地
域
振
興
券
の

　
交
換
、
譲
渡
お
よ
び
売
買
を
行
う

　
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
換

　
金
に
も
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
違
反
し
た
場
合
は
、
特
定
事
業

　
者
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

⑤
特
定
事
業
者
が
換
金
す
る
場
合
の

　
流
れ
は
、
上
段
の
通
り
で
す
。

　地域振興券の
　　　問い合わせ

◆十日町市地域振興券交

付事業推進本部（市役

所保健センター1階会

議室盈57－3111、内線

511・512）へ。
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2
痛
螺
幅
灘
、
　
宙
灘
鎌
纏
ま
発
足
し
ま
す

十
圓
照
減
始
辮
鎌
…
…
瀞
ツ
ン
ク
タ
ン
ク

、
《
　
心
｝

、
、
、
ζ

4、

’
　
r
チ

設
立
に
向
け
た
具
体
的
藤
糞
叢
響
難
躍
婆
饗
灘
儲
徹
．

貝
「
＋
日
町
ま
薯
く
薄
戯
潔
蓋
タ
眩
の
癬
勝
韮
騰
蓬
職

ま
羅
鱗
舗
灘
講
叢
叢
犠
難
灘

邊
竪
の
掩
携
細
羅
、
診
瀧
、
藻
騰
講
矯
購
際
る
鋳

こ
ろ
で
す
が
、
藁
僕
藩
腰
礪
雇
像
蓼
撃
響
幽
鵬

塾
頭
選
考
は

こ
の
よ
う
に
し
て

　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た

　
市
報
n
月
2
5
日
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
「
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ク
タ
ン
ク
」
塾
頭
の
募
集
で
す
が
、

応
募
方
法
と
し
て
①
履
歴
書
②
自
己

紹
介
文
③
論
文
「
わ
た
し
の
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
」
（
字
数
・
形
式
自
由
）

を
、
昨
年
1
2
月
2
5
日
ま
で
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
い
う
の
が
応
募
の
条

件
で
し
た
。
予
想
を
上
回
る
5
6
人
の

皆
さ
ん
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
応
募
者
の
内
訳
は
、
男
性
が
52
人
・

女
性
4
人
で
、
住
所
別
で
は
、
市
内

が
1
5
人
、
県
内
が
8
人
、
県
外
は
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
岡
山
県
ま
で
3
3

人
で
し
た
。

　
大
学
講
師
、
教
育
関
係
者
、
大
手

商
社
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
観
光
、
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
広
告
、

織
物
、
福
祉
、
N
P
O
と
職
業
・
経

歴
も
様
々
で
し
た
。

　
こ
れ
だ
け
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
業
務
に
関
心
を
い
た
だ
き
、
そ
の

中
か
ら
、
た
っ
た
一
人
を
選
ん
で
い

く
こ
と
は
、
事
務
局
と
し
て
も
慎
重

か
つ
誠
意
を
持
っ
て
、
審
査
の
事
務

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

■
第
1
次
審
査
（
書
類
審
査
）

　
応
募
者
5
6
人
の
「
経
歴
」
「
自
己
紹

（
マ
ル

ハ
㈱
O
B
）
に
決
定

介
文
」
「
わ
た
し
の
考
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
、
設
立
発
起
人
の
5
人
（
本

田
市
長
・
吉
澤
商
工
会
議
所
会
頭
・

蕪
木
織
物
組
合
理
事
長
・
尾
身
J
A

十
日
町
組
合
長
・
高
橋
建
設
業
協
会

支
部
長
）
が
、
年
末
年
始
期
間
中
、

何
日
も
か
け
て
読
ん
で
採
点
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
合
計
点
の
多
い
順
に

上
位
者
7
人
（
男
性
6
人
・
女
性
1

人
、
県
内
2
人
・
県
外
5
人
）
を
選

考
し
ま
し
た
。

■
第
2
次
審
査
（
面
接
等
）

　
1
月
1
3
日
、
市
役
所
に
お
い
て
第

1
次
選
考
を
通
過
し
た
7
人
が
、
第

2
次
審
査
（
面
接
等
）
に
臨
み
ま
し

た
。
事
前
に
十
日
町
に
つ
い
て
の
知

識
を
得
て
い
た
だ
く
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
送
付
し
た
各
種
資
料
に
目
を
通

し
て
お
い
て
も
ら
い
、
ま
た
審
査
当

日
も
、
午
前
中
は
十
日
町
の
概
況
説

明
、
里
創
プ
ラ
ン
十
日
町
ス
テ
ー
ジ

の
予
定
地
で
あ
る
ク
ロ
ス
ー
0
周
辺
の

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
い
よ
い
よ
本
格
的
な

審
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
塾
頭
の
選
考
は
、
設
立
発
起
人
5

人
に
よ
る
個
別
面
接
に
よ
っ
て
最
終

選
考
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
先

立
ち
集
団
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
－
時
1
5
分
、
第
1
次
通
過
者

7
人
全
員
が
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
「
市

民
参
画
社
会
を
踏
ま
え
て
、
実
効
性

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
か

め
に
、
経
済
界
と
行
政
は
如
何
に
し

て
、
連
携
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、

フ
リ
ー
・
ト
ー
キ
ン
グ
形
式
で
、
約

1
時
間
、
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
自

由
か
っ
達
な
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
、

非
常
に
白
熱
し
た
討
議
と
な
り
ま
し

た
。

　
準
備
委
員
会
委
員
5
人
が
審
査
員

と
な
り
ま
し
た
が
、
応
募
者
の
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
「
交
渉
能
力
」
「
先

見
性
」
「
協
調
性
」
等
を
総
合
的
に
判

断
し
、
委
員
各
自
が
討
論
終
了
後
、

設
立
発
起
人
へ
参
考
意
見
を
述
べ
、

そ
の
後
、
午
後
3
時
か
ら
5
時
過
ぎ

ま
で
、
設
立
発
起
人
に
よ
る
個
別
面

接
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
夕
方
、
設
立
発
起
人
会

議
の
結
果
、
塾
頭
採
用
者
を
澤
田
眞

〈
澤
囲
さ
ん
の
ブ
臼
フ
ィ
ー
ル
〉

　
澤
田
氏
は
現
在
、
埼
玉
県
室
郷

市
在
住
で
、
年
齢
は
6
0
歳
。
太
学
馨

業
後
、
大
洋
漁
業
㈱
〈
現
マ
ル
ハ

㈱
）
鷹
入
社
じ
、
昨
隼
麹
月
の
定

年
退
職
ま
で
、
主
ほ
商
晶
開
発
・
金

画
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の
分
野
繕
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
企
蔑
マ
ン
廼
載
。

　
塾
頭
は
事
務
事
業
を
統
括
す
る

事
務
局
長
的
な
存
在
無
あ
璽
、
澤

田
さ
ん
か
ら
は
存
分
に
カ
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

治
さ
ん
に
決
定
。
翌
1
4
日
、
本
人
へ

内
定
に
つ
い
て
電
話
連
絡
し
、
承
諾

の
返
事
を
得
ま
し
た
。

次
号
「
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク

タ
ン
ク
」
の
特
集
を
し
ま
す

　
応
募
者
の
皆
さ
ん
の
論
文
は
、
た

だ
残
す
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
も
惜
し

い
文
章
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
が
高
く
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

熱
い
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。
事
務
局

と
し
て
も
今
後
、
「
十
日
町
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
に
ぜ
ひ
と
も
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
応
募
者
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
号
2
月
1
0
日
号
で
は
「
十
日
町

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
の
特

集
を
組
ん
で
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

十
日
町
市
企
画
人
事
課
企
画
係

　
　
（
設
立
準
備
委
員
会
事
務
局
）
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今年10月1日の使用分から

水道料金を改定します
　　水道料金を今年の10月使用分から改定します。料金改定は昭和60年4月

　以来、14年半ぶりとなります。今回の改定により、平均9．42％の引き上げ

　になります。また、給水装置の新設、量水器（メーター）の口径を増径す

　る場合には、新たに加入金の支払いが必要になります。これら料金改定の

　概要をお知らせします。詳細については、今後改めてお知らせします。

　　　　　灘

　　　　霧　　　勲懸灘
撚

上
水
道
は
独
立
採
算
制

10
年
度
以
降
は
赤
字
の
見
込
み

　
上
水
道
の
給
水
区
域
は
十
日
町
・

中
条
・
川
治
の
3
地
区
で
、
約
9
千

6
百
件
（
栓
数
）
に
給
水
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
上
水
道
は
、
地
方
公
営
企
業
法
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

給
水
に
か
か
る
経
費
は
そ
の
収
益
で

ま
か
な
う
独
立
採
算
制
を
原
則
と
し

て
、
十
日
町
市
の
コ
般
会
計
」
と

は
異
な
る
「
企
業
会
計
」
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　
昭
和
6
0
年
4
月
の
料
金
改
定
以

来
、
下
水
道
の
普
及
な
ど
に
よ
る
水

需
要
の
増
大
お
よ
び
経
営
の
合
理
化

等
に
よ
り
、
料
金
を
据
え
置
き
な
が

ら
独
立
採
算
で
経
営
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
料
金
収
入

の
減
少
に
加
え
、
老
朽
化
施
設
の
更

新
や
水
道
施
設
整
備
の
た
め
の
借
入

（
企
業
債
）
償
還
金
な
ど
の
経
費
の

増
加
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
行
料
金
で
は
、
平
成
1
0
年
度
以

降
は
赤
字
経
営
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
今
年
の
1
0
月
使
用
分

か
ら
1
4
年
半
ぶ
り
に
料
金
を
改
定
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
も
公
平
化
か
ら

上
水
道
と
同
じ
く
料
金
改
定

　
上
水
道
区
域
以
外
に
は
2
1
地
区
の

簡
易
水
道
と
、
2
地
区
の
小
規
模
水

道
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
約
4
千
3
百

件
（
栓
数
）
に
給
水
す
る
た
め
に
簡

易
水
道
会
計
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
の
料
金
は
、
使
用
者
負

担
の
公
平
化
を
保
つ
た
め
に
上
水
道

と
同
じ
料
金
体
系
を
採
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
上
水
道
と
同
様
の
料
金

の
改
定
に
な
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
は
料
金
収
入
に
比
べ
経

〈表1〉水道料金改定表

費
が
か
か
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

簡
易
水
道
会
計
に
毎
年
、
1
億
数
千

万
円
の
繰
り
入
れ
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
上
水
道
と
同
じ
料
金
で
運
営
を

し
て
い
ま
す
。

口径
（囎）

基　本　料　金　（円・1か月〉 従　　量　　料　　金　（円）

現行 改定 差額
上昇率

（％）
区　分 現行 改定 差額

上昇率
　（％〉

13 1，390 1，510 120 8．63 11m3から

　1m3につき

180 199 19 10．56

20 1，850 2，000 150 8．11

25 1，400 2，010 610 43．57

1m3につき

30 1，800 2，200 400 22．22

40 3，200 3，530 330 10．31

50 5，400 5，970 570 10．56

75 10，500 11，620 1，120 10．67

臨時給水等で上記の料金表によりがたいもの 1m3につき 400 443 43 10．75

　
水
道
料
金
は
、
口
径
別
の
「
基
本

料
金
」
と
、
使
用
量
に
応
じ
て
支
払

う
「
従
量
料
金
」
か
ら
な
っ
て
い
ま

　
　
乃

　
　
た

　
　
当

　
　
月

　
　
ペ

　
　
カ

　
　
ー

　
　
（〈表2〉現行料金と改定料金の使用水量別比較表

□径
使用水量
　（m3）

現行
（円）

改定
（円）

増加額
　（円〉

増加率
　（％）

□径
使用水量
　（m3）

現行
（円）

改定
（円〉

増加額
　（円）

増加率
　（％）

13mm

10 1，390 1，510 120 8．63 20囎 40 7，250 7，970 720 9．93

20 3，190 3，500 310 9．72 25mm 100 19，400 21，910 2，510 12．94

30 4，990 5，490 500 10．02 30mm 200 37，800 42，000 4，200 11．11

20細
20 3，650 3，990 340 9．32 40mm 300 57，200 63，230 6，030 10．54

30 5，450 5，980 530 9．72 50mm 500 95，400 105，470 10，070 10．56

※網かけの数値は、その口径の平均的な使用量です。

す
。
こ
れ
ら
の
金
額
を
今
年
の
1
0
月

使
用
分
（
1
2
月
徴
収
分
）
か
ら
〈
表

1
〉
の
よ
う
に
改
定
し
ま
す
。
引
き

上
げ
幅
は
平
均
9
・
4
2
％
に
な
り
ま

す
。
現
行
料
金
と
改
定
料
金
の
使
用

水
量
別
の
比
較
は
〈
表
2
〉
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
全
メ
ー
タ
ー
の
9
5
％
を
占

め
る
口
径
1
3
㎜
と
2
0
㎜
に
限
り
、
1

か
月
1
0
㎡
ま
で
は
基
本
水
量
と
し
、

今
ま
で
ど
お
り
使
用
料
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
基
本
料
金
の
み
と
な
り
ま

す
。

　
現
在
、
県
下
2
0
市
の
う
ち
1
6
市
が

既
に
加
入
金
を
制
度
化
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
も
、
新
旧
需
要
者
間
の
負

担
の
公
平
化
や
、
水
道
財
政
基
盤
を

強
化
す
る
た
め
に
加
入
金
制
度
を
新

た
に
設
け
ま
す
。

　
今
年
1
0
月
1
日
以
降
に
給
水
装
置

の
新
設
、
あ
る
い
は
量
水
器
の
口
径

を
増
径
変
更
す
る
場
合
は
、
加
入
金

の
支
払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
口
径
別
の
加
入
金
の
額
は
、
〈
表

3
〉
の
額
に
消
費
税
を
加
え
た
金
額

に
な
り
ま
す
。

額の金入加別径口鈴俵
口径 加入金の額

13㈱ 34，000円

20mm 86，000円

25mm 138，000円

30mm 207，000円

40mm 379，000円

50mm 585，000円

75mm
　以上

市長が
別に定める額
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醤、り1㌧

　　　　砺鈎

隔
　
　　　　　　　　　　　　　　驚　　　　　　　　　　　　襲　　　　　　皇　　　　　　護　　　　　盤　　　｛

綴

ま
さ
に
白
い
愛
の
祭
典

㊨
⑳
画
麹
⑭

ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
選
手
権
大
会

　
十
日
町
で
し
か
で
き
な
い
雪
上
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

■
期
　
日
　
2
月
2
1
日
㈲

■
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

■
参
加
資
格
　
①
選
手
は
4
人
以
上

　
6
人
以
下
②
男
子
・
女
子
の
部
あ

　
り
（
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
も
可
、

　
た
だ
し
男
子
の
部
に
入
る
）

■
募
集
チ
ー
ム
数
　
4
0
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
ー
チ
ー
ム
2
千
円

　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
含
む
）

■
申
し
込
み
　
2
月
9
日
㈹
ま
で
に

　
雪
ま
つ
り
事
務
局
へ
。

雪
ま
つ
り
埋
蔵
ロ
o
o
探
し

　
～
協
賛
ア
コ
ム
㈱
5

　
指
定
コ
ー
ス
内
で
数
回
出
さ
れ
る

ヒ
ン
ト
を
頼
り
に
、
市
内
に
隠
さ
れ

た
豪
華
埋
蔵
品
を
探
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
2
月
2
1
日
㈲

　
午
前
9
時
3
0
分
“
受
付
開
始

　
午
前
1
0
時
“
ス
タ
ー
ト

　
　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
）

　
午
後
1
時
”
ゴ
ー
ル
（
秘
密
）

■
参
加
資
格
　
ー
チ
ー
ム
3
人
以
内

、
蛇

　
（
保
護
者
1
人
、
小
学
6
年
生
ま

　
で
の
子
供
2
人
以
内
）

■
募
集
チ
ー
ム
数
　
5
0
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
ー
チ
ー
ム
“
5
0
0
円

■
持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
具

⑫
◎
⑫
㊨

通
行
許
可
証
の
申
請

　
雪
ま
つ
り
期
間
中
は
、
市
内
数
か

所
で
車
両
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規

制
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
時
、
場
所
等

は
後
日
配
布
さ
れ
る
当
日
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
学
校
町
・
諏
訪
町
間
と
、

十
日
町
高
校
前
通
り
の
規
制
区
間
に

つ
い
て
は
、
通
行
許
可
証
を
申
請
で

き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
雪
ま
つ

り
事
務
局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
締
め
切
り
　
2
月
2
日
㈹

■
説
明
会
　
申
請
者
を
対
象
に
後
日

　
行
い
ま
す
。

臨
時
食
品
営
業

　
　
　
許
可
申
請
説
明
会

　
雪
ま
つ
り
期
間
中
に
臨
時
に
食
品

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
有
料
・

無
料
の
提
供
に
か
か
わ
ら
ず
、
許
可

申
請
ま
た
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

該
当
者
は
必
ず
説
明
会
に
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

■
場
　
所

　
　
　
　
ラ

2
月
1
日
偵

　
　
午
前
1
0
時
～
正
午

ク
ロ
ス
ー
0

㊨
⑬
＠
㊨

ふ
る
さ
と
切
手

　
　
　
十
目
町
雪
ま
つ
り

　
信
越
郵
政
局
で
は
、
ふ
る
さ
と
切

手
「
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
を
発
行
し

ま
す
。
ふ
る
さ
と
切
手
で
全
国
の
友

人
・
知
人
に
雪
ま
つ
り
を
P
R
し
て

く
だ
さ
い
。

■
発
行
日
　
2
月
1
2
日
囲

■
デ
ザ
イ
ン
　
第
32
回
（
昭
和
5
6
年
）

　
雪
上
ス
テ
ー
ジ
「
祈
り
の
館
」
。
ギ

　
ネ
ス
に
認
定
さ
れ
た
舞
台
。

■
種
　
類
　
8
0
円
切
手

ふれあい雪だるまCity

　～目標1万個の
　　　　雪だるま大作戦～

　雪まつりを盛り上げるため、地

域、家庭、学校、サークルなどで

「雪だるま」を作ってください。

また、事務局に申込書を出すと、

抽選で豪華賞品が当たります。

■
販
売
所
　
新
潟
・
長
野
県
内
の
各

　
郵
便
局
、
東
京
都
内
の
各
普
通
局
、

　
札
幌
・
仙
台
・
横
浜
・
金
沢
・
名

　
古
屋
・
京
都
・
大
阪
・
広
島
・
松

　
山
・
熊
本
・
那
覇
の
各
中
央
局

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
郵
便
局
郵

　
便
課
（
智
5
2
－
2
3
0
0
）
へ
。

雪
上
力
ー
ニ
バ
ル

　
　
　
　
　
予
約
ゾ
ー
ン
券

　
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
雪
上
力
ー
ニ

バ
ル
を
前
面
の
予
約
ゾ
ー
ン
席
で
ご

覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■
価
　
格
　
2
千
円

■
販
売
所
　
雪
ま
つ
り
事
務
局

雪
ま
つ
り
50
周
年
記
念
誌

　
雪
ま
つ
り
の
誕
生
か
ら
現
代
ま
で

を
、
明
快
な
構
成
と
秘
蔵
写
真
で
つ

づ
っ
た
雪
ま
つ
り
の
大
百
科
で
す
。

■
価
　
格
　
2
千
5
百
円

■
販
売
所
　
大
万
書
店
、
野
上
書
店
、

　
蕪
木
書
店
、
各
地
区
公
民
館
、
博

　
物
館
、
ク
ロ
ス
ー
0
、
雪
ま
つ
り
事

　
務
局・客，1縫“ヤ、1

」　　　　　　蝋
　　　　　　　　．．k
　　　　％　毎　糞　　馨馨

灘
愚

繕
．
慰
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一
フ
①
広

里

部3階
7

　
十
日
町
地
域
広
域
行
政
圏
（
十
日

町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、

松
代
町
、
松
之
山
町
）
で
は
、
平
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
そ
ン
つ

6
年
度
に
新
潟
県
か
ら
「
里
創
プ
ラ

ン
」
第
1
号
の
地
域
指
定
を
受
け
、

相
互
に
連
携
し
な
が
ら
地
域
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
『
越
後
妻
有
ア
ー
ト

ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
』
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
3
年
間
を
か
け

て
、
具
体
的
な
整
備
構
想
を
盛
り
込

ん
だ
計
画
づ
く
り
を
行
い
、
1
0
年
度

か
ら
は
個
々
の
事
業
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
長
期
間
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
る

里
創
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
紹
介
、
各
市
町
村

の
取
り
組
み
な
ど
を
交
え
て
、
月
1

回
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。
第
1
回
は
、
里
創
プ
ラ

ン
の
大
枠
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
　
里
創
プ
ラ
ン
と
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

　
レ
ス
整
備
構
想
の
関
連
性
は
？

A
　
里
創
プ
ラ
ン
は
正
式
に
は
「
ニ

　
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
」
と

　
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
よ
い
（
理

　
想
の
）
里
創
り
」
を
目
指
し
た
い

　
と
い
う
平
山
県
知
事
の
提
唱
に
よ

　
る
も
の
で
す
。
地
域
指
定
を
受
け
、

　
十
日
町
地
域
に
お
け
る
具
体
的
な

　
事
業
構
想
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

　
が
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ

　
ス
整
備
構
想
」
で
す
。

Q
　
事
業
主
体
は
？

A
　
里
創
プ
ラ
ン
は
、
広
域
連
携
に

　
よ
っ
て
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を

　
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

　
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
に

　
盛
り
込
ま
れ
た
施
設
整
備
や
イ
ベ

　
ン
ト
実
施
な
ど
、
す
べ
て
の
事
業

　
主
体
は
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

　
合
で
す
。
事
務
局
は
十
日
町
地
域

　
消
防
本
部
の
建
物
に
あ
り
ま
す
。

Q
　
県
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
は
？

A
　
計
画
づ
く
り
の
段
階
か
ら
県
と

　
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い

　
ま
す
。
計
画
は
県
と
の
調
整
が
図

　
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
年
度
計
画
に

　
基
づ
い
て
県
の
補
助
金
等
を
受
け

　
な
が
ら
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
県
と
地
域
で
「
十
日
町

　
地
域
ニ
ユ
」
に
い
が
た
里
創
プ
ラ

　
ン
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
て
事

　
業
の
進
行
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q
　
　
「
ア
ー
ト
」
の
位
置
づ
け
は
？
・

A
　
こ
こ
で
い
う
ア
ー
ト
は
、
美
術

　
館
で
見
る
彫
刻
や
絵
画
と
は
異
な

　
り
、
地
域
資
源
と
結
び
付
け
て
、

　
そ
れ
が
さ
ら
に
感
動
を
呼
び
起
こ

　
し
魅
力
を
増
し
て
い
く
た
め
に
加

　
え
る
「
人
の
手
」
の
こ
と
を
呼
ん

　
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ア
ー
ト

　
を
地
域
発
信
の
た
め
の
『
つ
の
手

　
法
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
事
業
期
間
は
？

A
　
事
業
の
性
格
か
ら
息
の
長
い
取

　
り
組
み
に
な
り
ま
す
が
、
　
一
応
の

　
区
切
り
と
し
て
、
基
本
的
な
計
画

　
を
策
定
し
た
9
年
度
を
初
年
度
と

　
し
て
、
1
8
年
度
ま
で
の
1
0
か
年
を

　
事
業
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

Q
　
具
体
的
な
事
業
は
？

A
　
事
業
の
柱
は
4
つ
に
分
け
ら
れ

　
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業
が
連
携
し
な

　
が
ら
里
創
プ
ラ
ン
事
業
と
し
て
一

　
体
的
に
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

①
越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発

　
見
ー
写
真
と
言
葉
に
よ
る
地
域

　
資
源
再
発
見
の
た
め
の
写
真
コ
ン

　
テ
ス
ト
。
現
在
作
品
を
募
集
中
。

②
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
1

　
3
年
ご
と
に
開
催
す
る
世
界
の
ト

　
ッ
プ
ア
ー
チ
ス
ト
に
よ
る
作
品
の

展
示
発
表
と
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
。
第
1
回
は
平
成
1
2
年
夏
に

約
5
0
日
間
の
会
期
で
開
催
予
定
。

③
ス
テ
ー
ジ
i
市
町
村
ご
と
に

整
備
さ
れ
る
活
性
化
拠
点
施
設
。

　
テ
ー
マ
は
十
日
町
市
「
越
後
妻
有

　
の
市
」
、
川
西
町
「
新
田
園
都
市
づ

く
り
」
、
津
南
町
「
縄
文
と
あ
そ
び
」
、

中
里
村
「
信
濃
川
物
語
」
、
松
代
町

　
「
雪
国
農
耕
文
化
村
」
、
松
之
山
町

　
「
森
の
学
校
」

④
交
流
の
道
ー
ス
テ
ー
ジ
整
備

と
連
動
し
て
各
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を

結
ぶ
道
の
整
備
。
当
面
は
「
花
の

道
」
を
展
開

回ゆきリンピックinあてま”へ集合

　　目時　2月20日d⇒11＝oo－14：00

　会場　雪まつりベルナテイオ広場
　　　　　　　　　　「スノーパーク』

　　　　　　　　　　　　（当間高原リゾート内）

“

臨

郭
熱
．

麟
蛎
麓

　　講　　2月19日紺～21日（日）開催の第50回十日町雪まつりの期間中、当間

　　　高原リゾートの「雪まつりベルナティオ広場」でもたくさんのイベ

ントを計画しています。なかでも「第2回ゆきリンピックinあてま」は真

剣勝負と抱腹絶倒の雪上大運動会。笑いがあふれ、子供から大人まで楽し

むことができます。個人競技、団体競技、全員参加の種目があります。入

場無料・参加費無料で、入賞すれば豪華賞品が皆さんの手に。温かい食べ

物、飲み物をそろえた模擬店や休憩所二も用意してあります。家族、友達と

お誘い合わせのうえ、お出かけください。

〈参加申込み・問い合わせ〉

　1月30日出付けの新聞折り込みの「第2回ゆきリンピックinあてま出場

申込書」に必要事項を記入のうえ、下記へ郵送またはFAXでお願いします。

　　㈱当間高原リゾート事業部内雪まつりベルナティオ広場実行委員会

　　〒949－8556十日町市珠川　TEL58－2752　FAX58－4158

繍
ρ

〈種　目〉

体力勝負の「我慢大会」……………旧人

私をゴールに連れてって……………2人1組

　　　　　　（親子旧チーム、男女10チーム）

雪上借り物競走……………・…・…・…18人

雪ん子かけっこレース………………子供20人

雪上かけ引き…………3人1組（8チーム）

障害物競走……………3人1組（12チーム）

風船割～るどカップ……大人30人、子供30人

やぶこざき………………・・…………・20人

パラシュート大作戦…………………全員
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　　　「雪国はいかがですか」

　「雪国とおかまち体験’セミナー」に参

加された先生万に、克雪対策に対する感

想や、雪と暮らす市民の姿についての印

象をお聞きしました（表紙に掲載）。

こ
れ
か
ら
の
授
業
が
楽
し
み

大谷千佳子さん
（愛媛県八幡浜市・神山小学校）

雪
国
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

清水浩一さん
（福岡県福岡市・内野小学校）

　　　　　　声　　　　の　　　な犠撲

　難

まちの

　　「十日町雪まつりの印象」

　第50回十日町雪まつりの開催まであと

わずか。次回は県外や市外から雪まつり

に訪れたお客様の声をお聞きします。伝
　　　　　　　　　　つく統を重ね、市民の手で創られた雪まつり

にどんな印象を受けるのでしょうか。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所￥

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　2月10日㈱までに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十日町市干歳

　町3－3　盈57－3111内線213・214）

　
昨
年
初
め
て
4
年
生
を
担
当
し
、
十
日
町
市
（
雪
国
紀
行
）
と
十
日
町

小
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
で
も
「
l
m

や
2
m
も
積
も
る
雪
を
本
当
に
消
雪
パ
イ
プ
や
流
雪
溝
で
消
す
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
雪
国
を
知
ら
な
い
私
に
と
っ
て
は
想
像
も
つ

か
ず
、
自
信
を
持
っ
て
子
供
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
で
し
た
の
で
、
愛
媛
新
聞
で
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
記
事
を
見

て
早
速
申
し
込
み
ま
し
た
。
十
日
町
駅
に
降
り
て
、
ま
ず
雪
の
多
い
の
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
1
日
目
の
講
座
を
聞
き
、
2
日
目
の
消
雪
パ
イ
プ

や
流
雪
溝
、
融
雪
歩
道
な
ど
の
現
場
を
見
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
様
子
が

本
当
な
ん
だ
な
と
確
認
で
き
、
帰
っ
て
か
ら
の
授
業
が
楽
し
み
で
す
。

　
新
潟
県
に
は
初
め
て
来
ま
し
た
。
雪
の
経
験
は
学
生
時
代
の
ス
キ
ー
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
福
岡
生
ま
れ
の
私
た
ち
は
1
0
㎝
も
雪
が
降
れ
ば
も
う
混

乱
し
、
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
一
度
は
訪
れ
て
真
冬
の
様
子
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
も
し
個
人
的
に
来
た
な
ら
ば
、
ほ
ん
や
ら
ど
う
の
中
に
入
っ
て
市
民
の

人
た
ち
と
交
流
を
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
雪
下
ろ

し
の
済
ん
だ
屋
根
を
見
て
、
「
あ
れ
が
融
雪
式
住
宅
か
」
な
ど
と
勘
違
い
し

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
人
で
は
見
逃
し
た
で
あ
ろ
う
雪
に
対
す

る
様
々
な
工
夫
を
、
案
内
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
授
業
に
と
て
も
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

⑭　　いちぱんいいて

東京郡杉並区堀の内3－20－205（市内田中町西出身・63歳）

小林ハナさん
（大好き十日町会会員）

縫

芋掘り姿で勢ぞろい
　　　左から2人目が小林さん

　
「
芋
掘
り
に
来
ま
せ
ん
か
」
の
お
誘
い
に
、

子
供
の
遠
足
の
よ
う
に
当
日
が
待
ち
遠
し
く
、

心
は
ず
ま
せ
、
秋
晴
れ
の
十
日
町
駅
に
集
合
。

な
つ
か
し
い
顔
が
そ
ろ
い
、
八
島
勉
さ
ん
と
田

口
英
之
助
さ
ん
の
車
で
、
い
ざ
八
島
さ
ん
の
農

園
「
川
西
町
上
野
」
へ
。
と
て
も
広
い
畑
に
驚

く
と
と
も
に
、
み
ん
な
に
掘
ら
せ
て
楽
し
ま
せ

る
た
め
、
百
株
ほ
ど
別
に
作
付
け
し
て
み
ん
な

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
も
感
謝
。

私
た
ち
は
新
制
中
学
第
3
期
卒
業
生
。
当
時
は

た
い
し
た
勉
強
も
せ
ず
、
校
舎
の
土
台
づ
く
り

を
し
た
も
の
で
す
。
真
夏
の
酷
暑
の
中
、
菅
沼

か
ら
木
炭
運
び
も
し
た
仲
間
で
す
。

　
終
戦
後
の
食
糧
難
時
代
は
、
沖
縄
と
銘
打
っ

た
大
き
い
だ
け
の
誠
に
不
味
な
芋
蔓
の
元
気
が

よ
か
っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
引
き
替
え
今
回
は
、

高
啓
1
4
号
と
い
う
品
種
と
の
こ
と
。
1
株
掘
る

ご
と
に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。
紅
色
の
き
れ
い

な
芋
が
次
々
と
掘
り
出
さ
れ
、
な
ん
と
楽
し
い

1
日
で
し
ょ
う
。
出
席
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち

に
も
均
等
に
配
分
。
ま
た
、
さ
っ
そ
く
宴
会
時

に
は
掘
り
た
て
の
芋
を
天
ぷ
ら
に
し
て
い
た
だ

き
、
友
情
の
あ
り
が
た
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
中
学
時
代
の
担
任
、
富
田
先
生
が
生
徒
を
若

竹
に
見
立
て
、
四
季
を
織
り
込
ん
で
ク
ラ
ス
の

歌
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
折
り
あ
る
ご
と
に
口

ず
さ
み
、
心
の
励
み
に
し
て
き
ま
し
た
。
我
が

十
日
町
中
学
3
期
会
3
組
若
竹
会
に
乾
杯
。

　
や
っ
ぱ
り
十
日
町
が
一
番
い
い
て
。
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・欝　　　　繋，　．灘雪
　　　　・　一　対

難講騒．無薯
簗鎌灘、喜

鐵繋　　．　　　え
　佐熊爺喪与さんた
（東京都保谷市・碧山小学校）　し、

セ
ミ
ナ
ー
は
魅
力
あ
る
企
画

本田　　豊さん
（東京都大田区・学習研究社）

　
初
め
て
4
年
生
を
担
当
し
ま
し
た
の
で
同
僚
の
先
生
方
か
ら
十
日
町
市

の
こ
と
を
聞
き
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
朝
（
1
5
日
）
は
5
時

前
に
起
き
て
除
雪
作
業
の
様
子
を
見
て
き
ま
し
た
。
雪
対
策
は
と
て
も
行

き
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
は
市
民
の
元
気
や
明
る
さ
、
雪
に
対
す
る
行
政
と
市
民
の

き
ち
ん
と
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
ク
ラ
ス
に
、
父
兄
が
十
日
町
市
出
身
の
子
供
が
2
人
い
ま
す
の
で
、

家
に
立
ち
寄
っ
て
お
孫
さ
ん
の
話
を
し
た
り
し
て
帰
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
2
日
間
、
何
人
か
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
本
当
に

気
さ
く
な
人
た
ち
ば
か
り
で
、
雪
国
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
わ
が
社
で
は
教
材
用
ビ
デ
オ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
1
0
年
ほ
ど
前
に
十
日

町
市
の
冬
の
様
子
を
取
材
し
た
ビ
デ
オ
を
作
り
ま
し
た
。
も
う
随
分
と
年

数
が
経
っ
て
い
ま
す
か
ら
新
た
な
制
作
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

事
前
取
材
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
ビ
デ
オ
を
は
じ
め
と
し
た
視
聴
覚
教
材
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

現
場
の
様
子
を
画
面
で
見
、
音
声
で
聞
く
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
た
ち
の

学
習
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
本
当
は
、
実
際

に
訪
れ
て
現
地
を
見
る
こ
と
が
一
番
効
果
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た

意
味
で
、
体
験
セ
ミ
ナ
ー
は
全
国
の
先
生
方
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
企
画

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

賓
霧矛グ企

ヴー

グ
⑯

　難灘

吉校卒業後、新潟にある土木の専門学校で
同2年問学び、牌春から南雲土建で働い

ています。仕事は年問を通じた下水道工事と

冬期間の除雪作業という、いずれも市民のラ

イフラインにかかわる仕事に携わっています。

この時期は消防署から市役所脇までの市道除

雪を担当し、朝2時に起きて、3時には作業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び
事
作
か
防
朝
す
雪
除
特
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
ま
間
ラ
時
担
め

　
　
　
　
　
　
　
を
始

　
　
　
　
　
　
　
雪
を

ワれまでは雪下ろししか経験のなかった私
』ですが、除雪作業にかかわってからは、

天気の様子が特に気にかかります。今は大型

除雪機の助手をしていますが、いずれはオペ

レーターとして運転してみたいですね。

プ　　ライベートでは、休日前に親しい仲間と

　　楽しい時間を過ごしたり、バイクで長野

方面ヘツーリングに出かけます。今年は念願

である夏の北海道ヘツーリングに行きたいで

すね。また、かねてからの目標である大型バ

イクの免許にも挑戦しようと思っています。

※飾らない自然な物腰が印象的な阿部さんの紹介で、

次回は遠田久美子さんにバトンタッチ。

　　　　ぬ　　　ぱザ　　　がタ　ダら

δ
，
〆 ノ

ト　 爵一〆
＼．ノ9娩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ06

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

　㏄
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
盈
0
3
、
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

大
好
き
十
日
町
会

東
京
赤
坂
に
て
懇
親
会

　
こ
ち
ら
で
は
1
月
に
入
っ
て
か

ら
も
晴
天
が
続
き
、
1
8
年
周
期
と

い
わ
れ
．
る
新
潟
の
大
雪
予
想
が
信

じ
ら
れ
な
い
思
い
で
す
。

　
1
月
1
5
日
、
十
日
町
か
ら
大
好

き
十
日
町
会
運
営
委
員
長
の
村
山

康
夫
氏
を
は
じ
め
、
P
R
部
会
や

会
報
部
会
の
役
員
9
人
が
上
京
し

東
京
の
涌
井
巽
東
京
十
日
町
会
会

長
を
は
じ
め
と
す
る
有
志
1
1
人
の

皆
さ
ん
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
懇
談
の
趣
旨
は
地
元
で
の
会
の

現
状
を
広
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
的
に
、
皆
さ

ん
の
幅
広
い
考
え
を
う
か
が
う
こ

と
に
あ
り
ま
し
た
。
懇
談
で
は
熱

心
な
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
首
都

圏
在
住
の
方
々
が
こ
の
会
に
大
変

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
会
場
と
な
っ
た
赤
坂
の

「
風
味
」
は
、
主
に
市
内
の
珠
川

に
あ
る
㈱
美
郷
か
ら
送
ら
れ
る
食

材
を
中
心
に
提
供
し
て
い
る
、
昨

年
師
走
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
飲
食
店
で
す
。
上
京
の
際
は
皆

さ
ん
も
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
1
月
1
7
日
に
は
、
東
京
水
沢
会

の
新
年
会
が
文
京
区
の
「
千
石
会

館
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は

水
沢
地
区
振
興
会
長
の
樋
口
誠
氏

や
水
沢
地
区
伝
統
芸
能
保
存
会
の

方
な
ど
5
人
が
十
日
町
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
総
勢
5
0
人

が
和
や
か
に
賑
わ
っ
た
会
で
し
た
。

「
お
ら
あ
野
中
の
“
み
や
ん
し
た
”

で
こ
っ
ち
は
“
て
っ
ち
ょ
う
”
の

同
級
生
だ
。
」
「
お
ら
あ
馬
場
の
“
も

ん
ぐ
ち
”
だ
て
。
」
と
会
話
も
弾
み
、

最
後
は
樋
口
振
興
会
長
や
宮
沢
公

民
館
副
館
長
ら
の
音
頭
に
合
わ
せ
、

ホ
ー
カ
イ
節
と
十
日
町
小
唄
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

旧交を温めあう参加者の皆さん

平成11年1月25日号9
…
i iほ
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i　l　i 　l

1
し

ヒ ｛ 庭
5
｝
i 5
1

li

2
　
　
1

1



　　　　　 　
　　　　 I
　　　　　　ll
l　　　　　　i

1　 一…網

I
I
1

ll　
ll

l

l　　I／

相談コーナー

①定例行政相談　　　　2月12日働

②交通事故相談　　　　2月8日（月）

③巡回職業援助相談　　2月19日樹

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法
2

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

2月12日樹　倉重安雄弁護士

2月25日㈲　桜井陽一弁護士

午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民隼活課へ要予約。

ヲレホ：ンサーじス
雷十日町市観光情報

　　　　　　　57鱒0500
雷くらしのダイヤル

　　　025顧285噌7000
2／1～2／8　多重債務者を狙う
　　　　　　「紹介屋銀「整理屋」

2／8～2／15　低金利時代の

　　　　　　　　経済と暮らし
2／15～2／22消費生活相談事例

　　　　　～アパート退去の
　　　　　　　　　トラブノレ～
2／22～3／1賃貸住薯の退去を

　　　　　　　　めぐるトラブル

市
・

　
2
月
1
6
日
㈹
か
ら
平
成
1
0
年
度
分
の
所

得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま

り
ま
す
。
市
で
の
申
告
相
談
は
次
の
よ
う

に
行
い
ま
す
。

県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

自
力
記
載
・
自
力
申
告
を

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

　
昨
年
ま
で
は
職
員
が
申
告
に
応
じ
な
が

ら
控
え
に
記
入
し
、
こ
れ
を
参
考
に
申
告

者
が
提
出
用
紙
に
記
載
し
、
提
出
す
る
と

い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
職
員
は
相
談
に
は
応
じ
る
も

の
の
、
申
告
書
の
作
成
は
す
べ
て
皆
さ
ん

自
身
が
計
算
し
、
記
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
各
自
電
卓
と
筆
記
用
具
を
持
参
願

い
ま
す
）
。
こ
の
た
め
市
の
申
告
会
場
は
従

来
以
上
の
混
雑
と
待
ち
時
間
の
延
長
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

地
区
こ
と
の
申
告
相
談
日
を

　
　
　
　
　
こ
利
用
く
だ
さ
い

一
方
、
少
し
で
も
混
雑
を
避
け
、
待
ち

時
間
を
短
く
す
る
た
め
に
、
市
で
は
各
地

区
ご
と
に
申
告
相
談
日
を
設
け
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
各
地
区
の
相
談
日
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な

い
場
合
は
、
で
き
る
限
り
予
備
日
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
出
張
相
談
は

下
条
・
水
沢
地
区
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

申告相談日程表〈市役所会場〉

地
　
区

期
　
　
日

間時

十
日
町

2
月
1
6
日
㈹
～

　
　
1
9
日
㈹

寺日4後午～時9前午

中
　
条

2
月
2
2
日
㈲
～

　
　
2
5
日
㈲

予
備
日

2
月
2
6
日
㈹

水
　
沢

3
月
1
日
㈲
・

　
　
2
日
幻

　
　
　
（

下
　
条

3
月
3
日
㈱
・

　
　
4
日
㈲

予
備
日

3
月
5
日
㈹

川
　
治

3
月
8
日
㈲
～

　
　
1
0
日
㈱

六
　
箇

吉
　
田

3
月
H
日
㈲
・

　
　
1
2
日
㈹

予
備
日

3
月
1
5
日
㈲

出張相談日程表

下　条 水　沢 地
区

下条地区

公民館
水沢地区

公民館
会
場

2月24日㈱

午前9時
　～
午後3時

2月23日（幻

午前9時
　～
午後3時

日
時

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
健
康

所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
1
0
年

1
月
か
ら
1
2
月
ま
で
の
1
年
間
に
納
め
た

国
民
年
金
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
料
の

全
額
で
す
。

　
本
人
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
家
族
の

た
め
に
納
め
た
保
険
料
も
申
告
者
が
納
め

た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
中
に
納
め
た
も
の
で
あ
れ

ば
、
過
去
の
保
険
料
も
控
除
対
象
に
な
り

継螺

、
∞
∞
コ
ー
ゴ
ー

　
…
ほ
く
ほ
く
線
⑫

驚
2
月
の

難
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
ウ
ィ
ー
ン
セ
レ
ナ
ー
デ
〉
▼
2
月
1
6
日
㈹
午
後
7
時
開
演
▼
湯
沢
町
公

民
館
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
▼
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
、
ユ
モ
レ

ス
ク
…
雪
の
町
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
調
べ
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。
演
奏
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
一
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
デ
チ
ィ
デ
ェ
ア
・
ツ
ル
チ
ャ
ニ
ィ
。

ル
イ
ー
ゼ
・
ベ
ル
ナ
ー
の
澄
ん
だ
ソ
プ
ラ
ノ
で
披
露
す
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
の

名
曲
も
、
心
温
か
な
ひ
と
と
き
を
約
束
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
▼
一
般

“
2
千
円
、
小
中
高
生
H
千
円
▼
湯
沢
町
企
画
調
整
課
（
盈
0
2
5
7
－

84

1
2
2
1
2
）
へ
。

〈
雪
譜
ま
つ
り
〉
▼
2
月
2
0
日
㈹
▼
塩
沢
町
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
塩
沢

駅
か
ら
徒
歩
7
分
▼
『
北
越
雪
譜
』
の
著
者
鈴
木
牧
之
を
し
の
び
、
顕
彰

す
る
た
め
に
行
う
、
雪
の
中
の
幻
想
的
な
お
ま
つ
り
で
す
。
特
産
品
販
売
、

織
物
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
．
1
の
ほ
か
、
夕
方
か
ら
は
千
本
近
い
ロ
ー
ソ

ク
が
会
場
に
灯
さ
れ
、
修
験
者
に
よ
る
大
護
摩
法
要
が
営
ま
れ
ま
す
。
▼

塩
沢
町
商
工
会
（
智
0
2
5
7
i
8
2
1
1
2
0
6
）
へ
。

〈
第
5
回
レ
ル
ヒ
祭
〉
▼
2
月

14

日
㈲
午
前
1
0
時
～
▼
金
谷
山

ス
キ
ー
場
▼
高
田
駅
か
ら
タ
ク

シ
ー
1
0
分
▼
一
本
杖
ス
キ
ー
の

披
露
と
講
習
会
。
白
根
大
凧
上

げ
。
金
谷
山
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト

無
料
開
放
。
お
し
る
こ
・
甘
酒

無
料
サ
ー
ビ
ス
（
先
着
千
人
）

▼
上
越
市
通
商
産
業
部
商
業
観

光
課
（
費
0
2
5
5
－
2
6
1

5
1
1
1
）
へ
。

幻想的な塩沢の雪譜まつり

プ0



ま
す
。

霧
平
成
旧
年
の

　
　
　
国
民
年
金
保
険
料
額
（
月
額
）

〈
定
額
保
険
料
〉

　
1
月
～
3
月
”
1
2
、
8
0
0
円

　
4
月
～
1
2
月
H
1
3
、
3
0
0
円

〈
付
加
保
険
料
〉

　
1
月
～
1
2
月
髄
4
0
0
円

※
市
で
は
2
月
中
旬
に
国
民
年
金
・
国
民

健
康
保
険
の
納
入
額
を
通
知
し
ま
す
。

霧
納
付
額
の
間
合
せ

　
国
民
年
金
保
険
料
”
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
へ
。
国
民
健
康
保
険
料
H
税
務
課

管
理
収
納
係
へ
。

か
け
ま
せ
ん
か

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
笏
日
時
H
2

月
4
日
㈲
・
1
8
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
H

時
3
0
分
笏
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
纏

間
合
せ
U
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

※
子
供
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
中
。

2
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

　
親
と
子
の
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

雛
日
時
U
2
月
2
日
・
9
日
・
1
6
日
・
2
3

日
の
各
火
曜
日
霧
場
所
H
サ
ン
ク
ロ
ス
十

日
町
霧
間
合
せ
H
公
民
館
本
館
（
費
5
7
－

5
0
1
1
）
へ
。
※
2
日
は
豆
ま
き
を
行

い
ま
す
。

積
雪
期
地
震
防
災

　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
万
一
の
地
震
か
ら
豪
雪
地
を
守
る
た
め

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
笏
日

時
H
2
月
2
7
日
ω
午
後
1
時
～
5
時
獲
場

所
H
ク
ロ
ス
ー
0
獲
内
容
H
講
演
「
住
民
の

防
災
意
識
」
「
自
分
の
家
は
雪
に
強
い
？
」

他
笏
参
加
費
H
無
料
（
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
）
霧
主
催
”
日
本
雪
工
学
会
新
潟

地
区
会
霧
間
合
せ
H
新
潟
大
学
積
雪
地
域

災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
（
奮
0
2
5
－
2
6

2
－
7
0
5
3
・
木
村
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
ひ
と

に
い
が
た
女
と
男

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
霧
日
時
・

内
容
H
2
月
2
0
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
”
プ
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
本
音
ト
ー

ク
）
、
2
月
2
8
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後

3
時
”
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
講
演
会
（
岩

男
壽
美
子
慶
大
教
授
）
他
霧
場
所
H
新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
上
所
）
纏
主

催
・
間
合
せ
H
新
潟
県
女
性
財
団
（
盈
0

2
5
1
2
8
5
－
6
6
1
0
）
へ
。

◆
新
潟
県
ゆ
め
・
わ
ざ
・
も
の
づ
く
り
支

援
補
助
金
申
請
受
付
中
　
笏
事
業
種
類

（
補
助
金
額
）
1
1
①
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補

助
金
“
事
業
シ
ー
ズ
を
新
た
な
展
開
に
結

び
付
け
る
た
め
の
企
画
立
案
等
に
要
す
る

経
費
の
2
分
の
1
以
内
を
補
助
（
5
0
万
～

百
万
円
）
②
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金
“

新
技
術
の
研
究
開
発
費
の
3
分
の
2
以
内

を
補
助
（
3
百
万
～
2
千
万
円
）
③
も
の

づ
く
り
支
援
補
助
金
”
独
自
の
技
術
や
発

想
で
、
新
規
市
場
創
出
や
新
規
事
業
の
展

開
を
図
る
場
合
の
商
品
開
発
経
費
の
2
分

の
1
以
内
を
補
助
（
百
万
～
3
百
万
円
）

笏
申
請
資
格
”
中
小
企
業
基
本
法
第
2
条

に
規
定
す
る
中
小
企
業
ま
た
は
法
人
格
を

有
す
る
中
小
企
業
の
団
体
笏
申
請
締
切
H

2
月
1
5
日
㈲
勿
問
合
せ
・
資
料
請
求
”
新

潟
県
新
産
業
振
興
課
（
智
0
2
5
1
2
8

5
1
5
5
1
1
内
線
2
7
8
1
）
へ
。

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

　
黒
沢
市
営
住
宅
2
戸
の
入
居
者
を
募
集

中
笏
構
造
”
簡
易
耐
火
構
造
2
階
建
、
昭

和
4
6
年
建
設
1
戸
・
昭
和
47
年
建
設
1
戸

笏
間
取
り
H
5
畳
×
1
室
、
3
畳
×
1
室
、

D
K
笏
家
賃
目
8
、
7
0
0
円
～
1
8
、
2

0
0
円
笏
募
集
期
問
目
1
月
2
5
日
㈲
～
2

月
1
2
日
㈹
笏
申
込
・
問
合
せ
目
建
設
課
建

築
住
宅
係
へ
。
※
家
族
状
況
や
収
入
限
度

額
等
申
込
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◆
信
濃
川
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
募
集

　
労
働
省
所
管
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
ク
ー

ル
で
は
4
月
入
学
生
を
募
集
中
吻
募
集

科
・
人
数
H
①
プ
ロ
グ
一
フ
ム
設
計
科
5
0
人

②
シ
ス
テ
ム
設
計
科
50
人
③
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
科
2
0
人
④
O
A
秘
書
科
2
0
人
⑤
情
報
処

理
技
術
研
究
科
5
人
笏
問
合
せ
・
資
料
請

⑳

「
介
護
保
険
」
　
④

　
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ー

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

　
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
に
は
、
認
定
審
査
会
に
お

い
て
「
介
護
が
必
要
で
あ
る
」
、
あ

る
い
は
「
支
援
が
必
要
で
あ
る
」

と
認
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
認
定
の
際
に
要
介
護
度
が

決
ま
り
ま
す
。
要
介
護
度
に
は
次

の
6
段
階
が
あ
り
ま
す
。

要
支
援
（
虚
弱
）

要
介
護
度
1
（
軽
度
）

要
介
護
度
2
（
中
度
〉

要
介
護
度
3
（
重
度
）

要
介
護
度
4
（
最
重
度
）

要
介
護
度
5
（
過
酷
）

　
そ
し
て
要
介
護
度
ご
と
に
、
介

護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
症
状
が

重
い
ほ
ど
、
利
用
で
き
る
金
額
も

大
き
く
な
り
ま
す
。

　
今
は
ま
だ
、
詳
し
い
金
額
は
定

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
1
0
年
度
価

格
を
用
い
た
平
均
給
付
月
額
で
は

お
お
よ
そ
要
支
援
で
6
万
円
、
最

も
重
い
要
介
護
度
5
で
3
5
万
円
ほ

ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

qD

在
宅
サ
ー
ビ
ス

　
①
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　
②
訪
問
入
浴

　
③
訪
問
看
護

　
④
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
⑤
日
帰
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
⑥
居
宅
療
養
管
理
指
導

　
⑦
日
帰
り
介
護

　
⑧
短
期
入
所
生
活
介
護

　
⑨
短
期
入
所
療
養
介
護

　
⑩
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
⑪
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け

　
　
る
介
護

　
⑫
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
費

　
　
の
支
給

　
⑬
住
宅
改
修
費
の
支
給

ω
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
①
介
護
老
人
福
祉
施
設

　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　
②
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
（
老
人
保
健
施
設
）

　
③
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　
・
療
養
型
病
床
群

　
・
老
人
性
痴
呆
疾
患
療
養
病
棟

　
・
介
護
力
強
化
病
院
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求
”
信
濃
川
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
〒
9

4
7
－
0
0
2
6
小
千
谷
市
上
ノ
山
4
－
4

－
2
智
0
1
2
0
1
4
0
5
0
7
0
）
へ
。

◆
年
金
の
現
況
届
は
誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
　
現
況
届
は
年
金
受
給
者
が
引
き
続
き

受
給
で
き
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
年

1
回
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
年
金
を
継
続
し
て
1
年
以
上
受
給
し
て

い
る
人
あ
て
に
、
誕
生
月
の
初
旬
に
現
況

届
用
の
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ハ
ガ

キ
が
届
い
た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

切
手
を
貼
っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
（
押

印
は
不
要
）
。
本
人
が
自
筆
困
難
で
家
族
等

が
代
理
で
記
入
す
る
場
合
は
、
パ
ガ
キ
の

欄
外
に
代
理
記
入
者
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
お
よ
び
受
給
者
と
の
関
係
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
と
厚
生
年
金

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
場
合
も
、
1
通

提
出
す
る
だ
け
で
結
構
で
す
。

　
な
お
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
年

金
の
支
払
い
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
に
必
ず
届
く
よ
う
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
現
況
届
の
ハ
ガ
キ
が
お
手
元
に
届

か
な
か
っ
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
時

は
国
民
年
金
係
で
受
領
し
て
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
”
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
へ
．

◆
相
続
登
記
無
料
相
談

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
相
続
に
関
す

る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
司

法
書
士
事
務
所
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
笏
期
間
H
2
月
1
日
㈲
～
2
8
日
㈲
笏

問
合
せ
H
新
潟
県
司
法
書
士
会
（
暦
0
2

5
－
2
2
8
1
1
5
8
9
）
へ
。

◆
児
童
手
当
を
振
込
み
ま
す

　
児
童
手
当
は
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
て
、
所
得
が
『
定
に
満
た
な
い
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
1
0
月
～
1
月
分
の
手

当
は
2
月
1
0
日
㈱
に
受
給
者
の
口
座
に
振

込
ま
れ
ま
す
。
霧
手
当
月
額
”
第
1
子
・

第
2
子
”
5
千
円
、
第
3
子
以
降
二
人

に
つ
き
1
万
円
笏
間
合
せ
”
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
へ
．

◆
税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告
無
料
相
談

笏
日
時
H
2
月
8
日
㈲
～
1
0
日
㈱
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
4
時
※
事
前
に
電
話
申
込

が
必
要
笏
場
所
”
各
税
理
士
事
務
所

日談相

氏
　
名

所
在
地

電
　
話

鋤（日8月2
酒
井
栄
一

西
本
町
2

57

－
8
4
2
1

大
口
康
幸

津
南
町
65

－
2
5
4
2

中
村
　
稔

昭
和
町
3

57

－
8
4
8
2

水
落
信
市

寿
町
2
57

－
2
5
4
8

幻（日9月2
高
橋
　
實

美
雪
町
3

57

－
8
7
5
0

水
落
雅
史

寿
町
2
57

－
2
5
4
8

中
村
ヨ
シ
子

昭
和
町
3

57

－
8
4
8
2

水
落
正
樹

高
田
町
2

52

－
3
9
2
1

㈱日m月2
戸
田
守
多

川
西
町
68

－
2
5
6
9

中
沢
善
知

津
南
町
66

－
2
3
1
7

宮
内
　
孝

七
軒
町
52

－
3
8
1
3

和
久
井
工

本
町
6
52

－
2
0
7
3

桑
原
公
夫

西
本
町
1

52

－
3
1
2
2

路上駐車をやめましょう

〈車を路上に駐車することにより〉

〉他の車の通行障害や除雪作業の支障に

　なります。

〉救急車や消防車等、市民の生命・身体・

　財産等を守る緊急車両の通行のさまた

　げになります。

〉車の影からの飛び出し事故の原因にな

　ります。

安全は目くばり

　気くばり　思いやり！
の　のの　　り　　ゆ

　ハ　　　　　　　　　　o
　　　　　匹“1」壷
　　o　　，多

避
帖

〃
　
轟

／

／

市内の12月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

10年 20（248） 28（285） 0（4） 69（585）

9年 28（231） 32（269） 0（4） 58（541）

　　　　　　　　　S

　　　　　　　t

　　　　　『　　璽

講
べ
2
ス
キ
ャ
シ
ツ

　
　
誘
致
①

　
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
2

0
0
2
（
平
成
1
4
）
年
に
日
本
と
韓
国

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
」
を
候
補
地
と
し
て
、
W

杯
参
加
国
の
べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
と
は

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
W
杯
）
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
五
輪
）
と
同
様
に
4
年
に

一
度
、
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
一
を
決
め
る

た
め
に
開
催
さ
れ
る
大
会
で
す
。

　
昨
年
の
9
8
フ
ラ
ン
ス
W
杯
は
日
本
代

表
チ
ー
ム
が
初
出
場
を
果
た
し
、
地
元

フ
ラ
ン
ス
の
初
優
勝
で
幕
を
閉
じ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
W
杯
は
約
2
7
8
万
人
が

ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を
運
び
、
テ
レ
ビ
の

延
べ
視
聴
者
数
は
約
4
0
0
億
人
と

推
定
さ
れ
、
9
6
年
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の

約
1
9
6
億
人
を
大
き
く
上
回
る
世
界

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
2
0
0
2
年
W
杯
の
参
加
チ
ー
ム
は

32
か
国
で
開
催
国
の
日
本
と
韓
国
、
9
8

W
杯
優
勝
国
フ
ラ
ン
ス
の
3
チ
ー
ム
が

決
定
し
て
お
り
、
日
本
で
は
新
潟
県
を

は
じ
め
札
幌
市
、
宮
城
県
、
茨
城
県
、

埼
玉
県
、
横
浜
市
、
静
岡
県
、
大
阪
市
、

神
戸
市
、
大
分
県
の
1
0
会
場
で
試
合
が

行
わ
れ
ま
す
。

べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
と
は

　
五
輪
は
一
つ
の
都
市
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
W
杯
は
開
催
国
の
数
都

市
で
試
合
が
行
わ
れ
、
約
一
か
月
の
長

期
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
と
は
、
そ
の
期

間
中
に
各
国
代
表
チ
ー
ム
が
滞
在
し
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調

整
、
休
息
の
場
と
な
る
所
で
す
。

　
子
供
た
ち
が
世
界
の
一
流
選
手
の
プ

レ
ー
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
よ

る
教
育
的
な
効
果
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

育
成
に
与
え
る
影
響
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
滞
在
期
間
中
は
マ

ス
コ
ミ
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
大
勢
集
ま
り
、

地
域
の
経
済
活
動
に
大
き
な
波
及
効
果

が
予
想
さ
れ
、
交
流
人
口
の
増
加
で
地

域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
W
杯
で
日
本
チ
ー
ム
が
べ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
た
エ
ク
ス
レ
バ

ン
の
様
子
は
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
連
日
、

日
本
国
内
に
伝
え
ら
れ
、
今
で
も
日
本

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
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羅
備
議
議
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冬
休
み
前
に
は
、
学
校
か
ら
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
集
団
発
生
の
報
告
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
昨
年
末
か
ら
十
日
町
保
健

所
管
内
の
病
院
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
香

港
型
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
流
行
が
予
想

さ
れ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
普
通
の
か
ぜ
と
は

　
ど
う
違
う

　
『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
少
し
重
い
か
ぜ
』

の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
原

因
菌
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
疾
患
で
す
（
表
1
参
照
）
。

●
予
防
法
は
？

　
か
か
っ
て
い
る
人
の
セ
キ
や
ク
シ
ャ
ミ

の
中
の
菌
を
吸
う
こ
と
が
感
染
の
原
因
で

す
。・

流
行
中
は
人
混
み
に
行
く
の
を
避
け
る
。

・
手
洗
い
と
う
が
い
を
心
掛
け
る
。

・
十
分
な
栄
養
と
休
養
で
体
力
を
つ
け
る
。

礁
．
2
7
順
ヱ
譲
嶋
　

・
室
内
で
は
適
度
な
湿
度
を
保
つ
。

笏
か
か
っ
た
な
と
思
っ
た
ら

　
早
め
の
受
診
が
第
一
で
す
。
後
は
『
安

静
』
『
保
温
』
『
水
分
』
『
栄
養
』
の
4
点
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
無
理
は
こ
じ
ら
せ

る
原
因
に
な
り
ま
す
。

笏
予
防
接
種
を
受
け
た
い
と
き
は
？

　
市
で
の
集
団
接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
直
接
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

〈表1〉インフルエンザとかぜ

欝徴鰹懸簸 縫灘麹懸購穫 懇　懇

発蒲魏
．、縷『懸懸

急 徐　々

灘懸灘
i縫、、懸

全身の症状
鼻水、くしゃみ

のどの痛み

懇　難 強　い 軽　い

灘灘騰』 高　い 多くは無熱

、鯛簾蒲 強　い
軽いか
　頭痛のみ

『灘、翻1
発病後に

　　　出る
先に出て
　　著しい

灘懸 強　い 軽　い

◆
定
例
社
会
保
険
相
談

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

や
健
康
保
険
に
関
す
る
無
料
相
談
を
毎
月

第
2
・
第
4
木
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
2
月
は
1
2
日
㈹
と
2
5
日
㈲
に
期

日
を
変
更
し
ま
す
。
笏
時
間
”
午
前
1
0
時

～
午
後
3
時
笏
場
所
”
ク
ロ
ス
ー
0
笏
問
合

せ
目
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
痴
呆
性
老
人
介
護
相
談

笏
日
時
H
2
月
1
9
日
㈹
午
後
2
時
～
4
時

（
受
付
午
後
1
時
3
0
分
～
）
笏
場
所
“
十

日
町
保
健
所
笏
医
師
“
須
賀
医
師
（
中
条

病
院
）
笏
問
合
・
申
込
み
”
十
日
町
保
健

所
（
暦
57

－
2
4
0
0
）
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談

笏
日
時
“
2
月
2
3
日
㈹
午
後
1
時
30
分
～

3
時
纏
場
所
”
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
笏

医
師
”
須
賀
医
師
（
中
条
病
院
）
霧
問
合

せ
“
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課

保
健
予
防
係
へ
．

唖引2月の休日救急医

7日（日〉

池田医院（本町西1）暦52－2581

11目㈱　建国記念日

川西町診療所　（川西町）盈68－2034

長山医院（津南町）盈66－2877
14日（日）

至誠堂医院（西浦町東）費52－3276

21日（日）

山口医院（袋町中）奮52－2174
28（日）

田中外科医院（田中町本通り）暦52－2403

上村病院（中里村）奮63－2111

∈B

翻

むし歯のないよい歯の子
　12月の3歳児健診を受けた子35人

者
人
徳
明
徳
晴
司
司
彦
晃
　
広

護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
　
　
久

保
隼
茂
秀
博
雅
隆
佳
武
英
　
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
躍
繭
2
崎
畷
3
舗
為

轟
舗
原
線
尾
籍
慰
轟

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
　
（
　
　

（

子
菜
郎
，
理
菓
僚
平
治
彦
．
恵
，
紀
緒
太

の
鈴
太
妨
優
純
倫
　
浩
憲
文
も
萌
加
太
美
俊

歯
　
　
進

い
島
田
石
海
澤
田
田
中
熊
瀬
木
村

よ

　
小
車
井
小
小
山
町
田
小
廣
藤
中

2月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰誓児〕

17日

㈱

午後1時

　～1時45分
7年8月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

25日
（木）

午後1時

　～1時45分
9年8月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

24日

㈱

午後1時

　～1時30分

10年10月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

23日
（幻

午前9時15分

　　～10時

10年4月
生まれの乳児

麟㌶劉

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
祉課に取りに来てください。

※平成7年9月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。3月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、2月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

2月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 1・8・15・22帽） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

9日（火）

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

18日（木）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 “
耳士

19日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

26日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

2月の献血車
◆全血献血　21日（日）（終日）十日町市役所

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　10日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　いよいよ2Q世紀最後の年、1999年がスタートしました。

　今年はイタ咳アの科学者アレッサンドロ・ボルタによっ

て電池が発明さ施てから、ちょうど200年目にあたります。

　アレッサンドロ・ボル．タ（1割5年～1827年）はコモ出身

の貴族で、大学の学長1もつとめた自由思想家です。彼が1799

年9終ねりごろ鱒発町した電池は・現在を生きる私たちの

日常生活にも多汰な影響を及ぼし、とりわけこれまでの電

気・電信・情報分野に一大革命をもたらしました。

　ボルタは若くして才能を花開かせた人物でもあり、24歳

ですでに電気発生の謎にせまる論文を発表しています。彼

は常に自分の好奇心やひらめきを信じ、様々な道具を組み

麹

　ll
　穫

　績つボルタ記念

　1　　　　　　、1　　　〆

蘇覆響》覇聲
立てては実験を繰り返すという独創的な学者でした。電池

を発明するために彼は200点以上の道具を創りだしています。

そうした実験道具の数々は1927年、コモ湖岸に建てられた

ボルタ記念館に展示されています。

　また電池を発明した時は、散歩で思索をめぐらせた後、

庭に置かれた大理石のテrブルの上で最初の電池を組み立

てたという逸話が残っています。

　イタリアでは偉大な科学者の業績を称えようと、今年を

「ボルタ年」に定め、コモ市やコモ県など地元はもとより

国を挙げて記念行事を行うことにしています。

※文章と日本語訳はアドゥア・カスターニョさん。
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翻
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弊
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　　　一　　、　至ココ対

タ

スクールNOW

棄

地域に支えられた

岡山県山手村との交流
「雪と桃と感動体験」

中条小学校

漏．34

翼

套隙　　　　滞

ぎ・難懸霧

惹
灘

雛

／

　雛獺顯
　励
　　　　購灘
　　　釜

澱 欝

　　大井田氏がとりもつ縁で平成8年度から

　始まった岡山県山手村との交流。山手・中

　条地区の人たちの温かい支援が、小学校同

　士の交流を育んでくれています。

　　夏は中条小の6年生が吉備路を訪れ、ホ

　ームステイをしながら桃もぎや歴史散歩を

　楽しみました。冬は山手小の6年生が中条

　にホームステイに訪れ、スキーや雪遊び等

　の雪国の冬を体験します。

　　中条小「おおな児童会」では、雪を知ら

　ない友達に思いきり雪の感動体験をさせて
灘

　あげたい、そんな思いで全校をあげて歓迎

　会や交流会の準備を進めています。地域も

　「中条冬まつり」で歓迎してくれます。

　　環境、生活様式の異なる山手との交流を

　通じて子供たちは広い視野を身につけ、十

　日町や中条のよさを再確認し、多くの友達

　や情報を得ることができました。

　　山手との交流をこれからも地域とともに

　大きく育てていきたいと考えています。’

　
「
雪
国
の
生
活
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
が
、
毎
日
の
よ
う

に
届
き
ま
す
。
こ
の
時
期
は
全
国
の
小
学
4

年
生
が
社
会
科
授
業
で
一
斉
に
寒
い
地
方
の

暮
ら
し
を
勉
強
す
る
こ
と
か
ら
、
広
報
広
聴

係
に
も
数
多
く
の
問
い
合
わ
せ
や
照
会
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
先
週
は
、
中
東
の
バ
！
レ
ー

ン
に
あ
る
日
本
語
学
校
の
先
生
か
ら
問
い
合

わ
せ
の
電
子
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
「
雪
を

見
た
こ
と
の
な
い
子
供
た
ち
に
、
何
と
か
現

地
の
様
子
を
伝
え
て
あ
げ
た
い
」
そ
ん
な
気

持
ち
が
多
く
の
手
紙
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
直
接
現
地
を
見
た
い
と
、
遠
く
九
州
や
四

国
か
ら
自
費
で
見
学
に
来
る
学
校
の
先
生
も

多
数
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
要
望

が
あ
る
の
な
ら
ば
と
、
今
回
初
め
て
企
画
し

た
の
が
表
紙
と
8
～
9
ぺ
ー
ジ
で
取
り
上
げ

た
「
雪
国
と
お
か
ま
ち
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
で

す
。
小
正
月
に
開
催
し
た
こ
と
で
、
参
加
者

か
ら
は
こ
の
地
方
の
伝
統
行
事
も
見
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
先
生
方
を
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
雪
地
獄
　
父
祖
の
地
な
れ
ば
　
住
み
継

げ
り
」
（
阿
部
諒
村
）
と
詠
ま
れ
た
郷
土
。
苛

酷
な
自
然
に
暮
ら
し
、
黙
々
と
雪
と
闘
う
姿

に
こ
そ
、
世
界
に
発
信
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

価
値
を
含
ん
で
い
る
と
思
う
の
で
す
。
①

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
　
　
」

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

　
　
　
　
　
グ

明
〔
口
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花

プ4




